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造⾎幹細胞の可塑性を誘導する環境因⼦の同定と再⽣医療への応⽤ Research Project

Project/Area Number 14657244

Research Category Grant-in-Aid for Exploratory Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Field Hematology

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⾼倉 伸幸   ⾦沢⼤学, がん研究所, 教授 (80291954)

Project Period (FY) 2002 – 2003

Project Status Completed (Fiscal Year 2003)

Budget Amount *help ¥3,300,000 (Direct Cost: ¥3,300,000)
Fiscal Year 2003: ¥1,300,000 (Direct Cost: ¥1,300,000) 
Fiscal Year 2002: ¥2,000,000 (Direct Cost: ¥2,000,000)

Keywords 幹細胞 / 可塑性 / 脂肪組織 / ⼼筋細胞 / 分⼦⽣物学 / ⾎管内⽪細胞 / 脂肪細胞

Research Abstract 脂肪組織は⾻髄と同様、⾮常に緻密な⾎管網の構築がなされており、また脂肪組織に存在する間葉系細胞の亜分画は、もちろん脂肪細胞に分化するものの、そ
の他⾎管内⽪細胞や⾻格筋細胞や神経細胞などへの分化能を有することがしめされている。しかし、実際に脂肪組織内に存在する際にはこれらの幹細胞は種々
の臓器細胞への分化は抑制されており、この脂肪組織中には通常は幹細胞の可塑性を抑制する分⼦が存在する可能性が⽰唆される。そこで幹細胞の可塑性の制
御を解析する上で、脂肪組織はいい材料となると考えられ脂肪組織の試験管内維持培養系の確⽴を試みた。その結果、予想しないことに、我々の培養系では脂
肪組織から⾮常に豊富にbeatingする⼼筋細胞が分化することが判明した。これら⼼筋細胞はα-sarcomeric proteinやNkh2.5など⼼筋特異的な細胞⾻格分⼦や
転写因⼦を発現しており、これら培養した⼼筋細胞が実際、⼼筋梗塞モデルラットの⼼臓へ⽣着し、⼼筋虚⾎を改善させることが可能であることが判明した。
今回の研究期間ではまだ明らかにすることができなかったが、今後いかなる細胞分画が⼼筋細胞に分化しうるのか、そして脂肪組織の培養系ではいかなる分⼦
が脂肪組織内のおそらく幹細胞分画と考えられる細胞を⼼筋細胞へと分化転換させるのかを解明したい。また、前述したように体内に存在する脂肪組織内では
⼼筋細胞に分化を抑制する分⼦が存在することが予想され、本分⼦を明確にすることで、この分⼦の機能抑制により間葉系幹細胞を⼼筋細胞へ容易に分化させ
ることのできる培養系を樹⽴し、⼼筋梗塞など重傷の⼼疾患に対する新規の治療概念を確⽴したい。
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